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第 21 回 理化学研究所 バイオリソース研究センター 細胞材料検討委員会 
（2023年 12月 5日開催） 

評価・提言 
 

細胞材料開発室（室長︓中村 幸夫） 
 
1. 事業実績について 
（1） 前回委員会（2022年開催）の指摘事項への対応は充分か 

 各指摘事項に対して、ほぼ適切に対応されていると考えられる。 
 疾患 iPS細胞の整備は国のプロジェクト（AMED 事業など）と連携して疾患 iPS細胞株バンク
整備を十分に対応してきている。iPS 細胞株（ALS など）でも付随情報の付加を実行に移して
いる。 

 関連技術開発では、分化マーカー可視化細胞作製も体制を整え実施している。さらに、ユーザー
の要望を聞く手続きも実行に移すなど対応してきている。 

 技術講習会などによる社会貢献的なアプローチも、コロナ開けで遅滞なく活動を軌道に乗せている。 
 患者血液細胞バンクでは、倫理手続きの過程であった個人情報取扱の法令の解釈についてのや
りとりは貴重であった。試料提供に向け手続きを引き続き進めてほしい。 

 前回の指摘に対しては非常に適切に対応されていると考えられるが、疾患 iPS 細胞の寄託細胞
数は 4000株を超え、年間 50株の資源化を行うとすると数十年はかかってしまうため、利用者の
リクエストを受ける形など、優先順位を付けて効率よく資源化を進めて頂く方針が必要だと考えら
れる。 

 次世代の人材確保については大きな課題と考えられるので、継続的な取り組みを期待したい。 
 前回の指摘を踏まえ、ホームページでのより積極的な情報発信やシンポジウムの開催などが行わ
れた。さらに、疾患細胞のニーズを吸い上げる仕組みを構築した。また、画像評価システムにも資
する Dx チームが理研内に発足した。指摘事項への対応は十分であると考えられる。 
 

（2） 令和 5 年度の実績（バイオリソース整備事業・国際化・人材育成・情報発信なども含む）は
世界の主要なバイオリソースセンターの関連事業の水準に達しているか 

 従来のがん細胞株、動物細胞株に加えて ES 細胞、iPS 細胞等の多能性幹細胞の整備が進ん
でいる。また、その品質管理のシステムも構築されていると考える。 

 コレクションの豊富さは国際レベルであるが、海外からのリクエストに関しては不明である。 
 技術供与を通じての人材育成がなされていると評価できる。 
 HP の充実等による積極的な発信がなされている。一方、iPS 細胞に関する加工技術やゲノム情
報の提供に関しては、一定の枠内での提供が可能であることを明記すべきと考えられる。 

 しっかりした揺るぎない品質管理体制を維持している。その上での関連事業はいずれも国際水準
に達している。理研の組織としての優位性を活かし、リソースの多様性、DX活用、TRIP構想など
から世界を先導することを期待する。 
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 バイオリソース事業はあって当たり前という安易な認識が研究者間でも広がりそうだが、広報活動も
継続して実施しており重要なことだと思う。 

 技術供与として、各種動画の整備提供はとても重要かつ有用であると思う。継続してお願いした
い。 

 １．豊富な品揃え、2．高い品質、３．豊富な付随情報、４．技術供与について的を絞って
事業を推進し、研究社会に貢献していることは非常に高く評価できる。また、その水準も世界水準
であることが認められる。 

 特に技術供与（技術研修）については理研 BRC ならではの取り組みであり、これらの活動が利
用者の技術水準を維持するとともに、本事業の良きサポーターになって頂けるものと思うので、継続
的な取り組みを期待する。 

 現時点までに１万８千を超える株の寄託を受け、うち３千超の株について即時提供可能な状態
に整備されており、細胞バンクとしての極めて充実している。また附随情報の拡充も進んでいる。日
本版コリエル構想についても一定の進展がみられる。積極的に行われている技術供与は生命科
学領域の人材育成に資するところ大であるものと評価される。以上から、本年度も世界の主要な
バイオリソースセンターの関連事業の水準に達しているものと認められる。 

 
（3） 令和 5年度の活動は、理研 BRC の第 4期中長期計画（2018年度～2024年度の 7年

間）に沿い適切か、また、センターの発展に貢献したか。 
 中期計画に沿った活動がなされていると評価できる。 
 研究動向、社会ニーズを鑑み、ヒト多能性幹細胞のバンク整備を実施しコミュニティへ貢献してい
る。 

 世界基準の細胞バンク事業を運営し、世界の主要細胞バンク機関と連携している。（阿久津） 
 利用者の利便性に基づき分化マーカー可視化細胞株の整備など常に先を見据えた事業を考え
実施している。 

 収集資源数、提供数、利用者数において非常に大きな研究社会への貢献が伺え、理研BRCの
存在意義としての役割を十分に果たしている。 

 各種細胞材料リソースの提供実績、およびそのリソースを用いた投稿論文数や特許件数は、中
長期計画に沿った活動の結果であり、その活動は適切と判断される。センターの発展にも十分貢
献している。 

 引き続き、令和５年度の活動は理研 BRC の第４期中長期計画に沿い適切に行われており、ま
たセンターの発展に貢献している。株数の増大など単なる規模の拡大に限らず、内容の拡充が持
続的に行われていることも高く評価できる。 
 
 

2. 事業計画について 
（1） 令和 6 年度の計画は理研 BRC の第 4 期中長期計画に沿い適切か、また、センターの発展

に貢献するか 
 提示された患者血液バンク事業及びがんオルガノイド事業は、BRC のリソースの拡充として適切な
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事業であると考えるが、前者は計画書の改訂のため、まだ計画段階であり、後者は提供者（寄
託者）が極めて限定されているという問題点がある。次回の検討委員会までにこれらの点が克服
されていることを期待する。 

 患者血液細胞バンク、オルガノイド細胞バンクなど研究発展へ貢献する新たなリソース事業の開拓
も始まり、期待されるものである。 

 患者血液細胞バンクに関しては、疾患 iPS 細胞のコレクションと同様に、どのような疾患の患者由
来血液を収集するかについても戦略（遺伝性疾患に絞る、iPS 細胞を作製したとしても患者病
態を再現できる可能性が低い多因子性の疾患などはスコープから外すなど）が必要ではないかと
考えられる。本事業の初期においては血液由来細胞を 2 本ストックするのみであるが、うまくこの事
業が進むと、疾患 iPS 細胞がさらに増加することになり、疾患の網羅性という点では良いが、品質
管理・増殖・保管を考えると現状の事業規模では実施困難になることが推察されるので、ゲノム解
析・iPS作製のニーズとの兼ね合いを見極める必要があると考えられる。 

 第 4期中長期計画の最終年度として、令和 6年度の計画は適切であり、センターの発展に貢献
すると判断される。 

 患者血液細胞バンクやオルガノイド、理研 TRIP 構想を含む計画はいずれも適切であり、センター
の発展に貢献するものと期待される。 
 

（2） 当初計画にない、新規に整備すべきリソース、研究開発、技術開発はあるか 
 疾患 iPS細胞に関しては、今後どのような方向に収集保管の重点をおくべきかを検討することが必
要であると考える。 

 患者血液細胞バンクに関しては、折角研究協力者から採血を行うので、細胞のみの保管に留ま
ることなく、血清・血漿などの成分の凍結保管を検討してはどうか。これらの試料は血液中の細胞
外小胞（EV）やプロテオーム解析等に有益だと考えられる。 

 当初の計画に含まれているが、がんオルガノイドへの対応は、十分に検討して進めて欲しい。 
 

3. その他（長期的展望からの助言や提言等） 
 オルガノイド細胞バンクは、利活用動向を見極め運用していくことが必要である。そもそもオルガノイ
ド状態として保存が必要か、オルガノイド作製方法の変更等に対応できるリソースであるのかなど検
討課題もある。 

 理研 DX チームの立ち上げや理研 TRIP構想など新たな連携や多様性の仕組みなど BRC の発
展が期待されるが、実際、具体的に何をどうするのか。始まりであるので仕方ないが、もう少し具体
的な説明や例示が欲しい。 

 疾患 iPS 細胞の検索で、疾患毎のリストなので特定の疾患を探すにはいいのかもしれませんが、
疾患名だけでなく検索できるように情報を加えることはどうか。疾患 iPS 細胞株が増えれば増える
ほど実用的な検索や有用度が逆に下がるのではと危惧される。利用者の立場で実感した。 

 iPS 細胞の利用については、高度な培養技術が要求されるとともに、培養に必要な試薬等が高
価であり、誰でもがん細胞株のように簡単に使用できる環境は構築されていないと考えられる。しか
しながら BRC が研究テーマの募集・審査を行いながら、研究をサポートすることができれば、その利
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用のハードルが下がり、日本発の有益な研究の推進力に繋がることが考えられるので、そのような
仕組みを BRC として構築することはできないか。また、センター内の連携があれば動物個体も含め
た形で研究が効率よく進展できるものと考えられる。 

 BRC の強みをさらに生かし、実験動物検討委員会等との連携を強めてもらいたい。 
 アカデミア中心の活動であることは理解しているが、企業へのアプローチを強化することにより、さらな
る発展を望む。 

 技術や研究手法の潮流の変化が益々加速している今日の生命科学領域において、その動向を
見極め、迅速に時代を先取りできるような情報収集と戦略策定および実施を行うシステムの整備
が、今後はより重要になるものと考えられる。科学全体は膨張する一方であり、その速度に合わせ
て事業内容を拡大することは現実的ではないので、めりはりの効いた計画策定が鍵となると思われ
る。また、事業実績を高めるには、内的な充実のみならず、外的要因への働きかけは極めて重要
である。前者についてはおそらくこれ以上ないと言ってよいほど十分に取り組まれている。今後、関連
する各方面への提言など、後者をより重視した取り組みがより積極的に行われることを期待したい。 
 


